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み
む
ら
さ
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せ
い
れ
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ご
く
ら
く
じ

三
村
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楽
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社
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閣
、
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小
田
氏
十
五
代
の
祖
で
あ
る
八
田
知
家

（
は
っ
た 

と
も
い
え
）は
、宇
都
宮
の
八
田
宗
綱
の
子

で
、源
頼
朝
の
信
任
が
厚
く
、最
初
の
常
陸
守

護
に
任
命
さ
れ
、鎌
倉
時
代
初
期
に
小
田
に

居
城
を
構
え
た
。何
重
も
の
堀
や
土
塁
は
、

長
年
の
改
修
に
よ
り
広
げ
ら
れ
た
も
の
で
、前

山（
ま
え
や
ま
）の
麓
に
ま
で
外
郭
の
空
堀
や

土
塁
が
で
き
た
の
は
戦
国
時
代
末
期
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
一
五
六
九
年（
永
禄
十
二
年
）に
は
常
陸
太

田
の
佐
竹
氏
に
よ
り
小
田
氏
は
城
を
追
わ

れ
、そ
の
後
三
十
三
年
間
は
佐
竹
氏
の
家
臣
の

居
城
と
な
る
が
、関
ケ
原
の
戦
い
で
西
軍
に
つい

た
佐
竹
氏
が
、秋
田
移
封
に
さ
せ
ら
れ
た
の
に

伴
い
、一
六
〇
二
年（
慶
長
七
年
）に
廃
城
と

な
っ
た
。

※
武
家
屋
敷
に
ち
な
む
地
名

「
太
郎
右
エ
門
屋
敷
」「
新
左
エ
門
屋
敷
」

「
田
土
部
郭
」「
南
舘
」「
丹
後
屋
敷
」「
信
田

郭
」

※
町
場
に
ち
な
む
地
名

「
今
宿
」「
田
向
」「
荒
宿
」「
鍛
冶
屋
敷
」

「
天
王
」「
見
世
屋
」「
西
町
」「
裏
宿
」

本
丸
跡 

　

本
丸
の
堀
は
、現
在
は
水
田
と
な
り
、か
つ

て
の
名
残
が
見
ら
れ
る
。堀
に
囲
ま
れ
た
場

所
を
曲
輪（
く
る
わ
）、そ
の
出
入
口
を
虎
口

（
こ
ぐ
ち
）

と
呼
ぶ
。本

丸
の
虎
口

は
、東
に
正

門
、北
に
土

橋
、南
西
に

橋
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。

本
丸
に
は
、

平
屋
の
舘

の
遺
構
が

発
掘
さ
れ
た
。一
九
三
五
年（
昭
和
十
年
）に

国
指
定
史
跡
に
な
っ
た
が
、そ
れ
以
前
の一
九
一

八
年（
大
正
七
年
）に
筑
波
鉄
道
が
開
通
し
、

本
丸
を
分
断
す
る
形
で
線
路
が
走
っ
て
い
た
。

廃
線
後
の
自
転
車
道
は
本
丸
を
迂
回
す
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

鐘
撞
堂（
か
ね
つ
き
ど
う
）

　

本
丸
跡
の
北
東
部
。見
張
台
が
あ
っ
た
と

も
い
わ
れ
、高
台
に
な
っ
て
い
る
。近
く
に
は
大

五
輪
塔
の
他
、近
年
に
極
楽
寺
の
尼
寺
跡
周

辺
で
発
掘
さ
れ
た
小
五
輪
塔
群
が
あ
っ
た
が
、

小
田
城
跡
案
内
所
の
敷
地
に
移
設
さ
れ
た
。

涼
台（
す
ず
み
だ
い
）

　

本
丸
跡
の
南
東
部
。

庭
園
の
築
山
に
見
立
て

て
盛
ら
れ
た
と
推
測
さ

れ
、発
掘
調
査
に
よ
り

北
側
に
池
跡
が
見
つ
か
っ

た
。頂
き
に
は
、近
年
に

枯
死
し
た
大
ケ
ヤ
キ
の
切
り
株
が
残
る
。

中
城（
な
か
じ
ょ
う
）

　

小
田
児
童
館
あ
た
り
。児
童
館
の
北
か
ら

西
へ
連
な
る
水
田
は
堀
跡
で
あ
る
。

馬
場（
ば
ば
）

　

小
田
小
学
校
あ
た
り
。西
へ
連
な
る
田
畑

は
堀
跡
で
あ
る
。江
戸
時
代
に
は
陣
屋（
役

所
）が
置
か
れ
て
い
た
。小
学
校
の
南
西
端
の

稲
荷
神
社
は
当
時
か
ら
あ
っ
た
。

大
町（
お
お
ま
ち
）

　

本
丸
の
東
側
の
幅
広
い
通
り
は「
大
町
」と

よ
ば
れ
た
通
り
で
あ
っ
た
。通
り
の
南
端
の
三

叉
路
に
は
、三
宝
荒
神（
さ
ん
ぽ
う
こ
う
じ

ん
）の
石
碑
が
あ
り
、土
浦
へ
続
く
街
道
と
城

へ
続
く
細
道
に
分
か
れ
る
。城
に
続
く
道
で
あ

り
な
が
ら
細
道
な
の
は
、攻
略
に
備
え
た
も
の

だ
と
思
わ
れ
る
。細
道
は「
一の
木
戸（
い
ち
の

き
ど
）」
を
経
て
、本
丸
の
東
虎
口（
正
門
）に

着
く
。通
り
の
北
端
の
十
字
路
に
、現
在
は
史

跡
案
内
板
が
あ
る
。

八
幡
川（
は
ち
ま
ん
か
わ
）

　

小
田
の
北
、平
沢
の
八
幡
神
社
よ
り
流
れ

る
川
で
あ
る
。小
田
城
の
堀
に
取
水
し
た
と
い

わ
れ
る
が
明
か
で
は
な
い
。

ご
隠
居
堀

　

宝
篋
山
小
田
休
憩

所
の
北
に
あ
る
窪
地

は
、外
堀
と
さ
れ
、「
ご

隠
居
堀
」
と
呼
ば
れ

る
。
東
の
水
田
の
あ
ぜ

道
に
は
、か
つ
て
ク
ス
ノ

キ
の
大
木
が
あ
っ
た
。

明
治
中
期
に
枯
死
し
た
が
、こ
の
地
域
に
自

生
し
な
い
ク
ス
ノ
キ
は
、極
楽
寺
へ
の
参
道
の

目
印
だ
っ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。

　

三
村
山（
現
在
の
宝
篋
山
）の
極
楽
寺
が

鎌
倉
初
期
に
存
在
し
た
こ
と
は
、等
覚
寺（
土

浦
市
大
手
町
）に
残
る
銅
鐘
の
銘
に
よ
り
知

ら
れ
る
。一二
五
二
年（
建
長
四
年
）よ
り
十
年

間
、奈
良
西
大
寺
の
僧
、忍
性（
に
ん
し
ょ
う
）

が
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で
、関
東
の
真
言
律
宗
の一

つ
の
中
心
地
と
し
て
長
い
間
、栄
え
た
。そ
の

後
、忍
性
は
鎌
倉
に
移
り
、鎌
倉
の
極
楽
寺

を
発
展
さ
せ
て
い
る
。小
田
に
残
る
多
く
の
石

造
美
術
品
は
、西
大
寺
石
工
集
団
の
影
響
を

受
け
た
も
の
で
、忍
性
が
律
宗
文
化
を
広
め

た
証
拠
で
あ
り
、全
国
的
に
も
珍
し
い
。

　

そ
の
後
、三
村
山
極
楽
寺
は
、度
重
な
る
戦

火
に
よ
り
衰
退
し
た
と
思
わ
れ
る
。寺
院
跡

は
未
調
査
で
あ
る
が
、鎌
倉
時
代
の
瓦
窯
遺

跡
や
極
楽
寺
の
文
字
瓦
の
破
片
が
掘
り
出
さ

れ
て
い
る
。

　

現
在
は
水
田
が
広
が
り
、ワ
シ
タ
カ
、ヤ
マ

ザ
ク
ラ
、ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
見
ら
れ
る
登
山

道
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
。　

三
村
山
不
殺
生
界
碑

（
み
む
ら
さ
ん 

ふ
せ
っ
し
ょ
う
か
い 

ひ
）　
　

　

極
楽
寺
一
帯
を

殺
生
禁
断
の
地

と
す
る
た
め
の

結
界
石
で
、小
田

地
区
に
移
さ
れ
た

三
基
の
内
の一つ
。

「
三
村
山
不
殺
生
界
」

と
大
書
さ
れ
、両
脇
に

建
碑
の
年
月
日
が
刻
ま
れ
、一二
五
三
年（
建

長
五
年
）の
作
と
分
か
る
。残
り
は
、八
坂
神

社
の
境
内
と
個
人
宅
に
あ
る
。

石
造
灯
篭

　

長
久
寺
の
境
内
に
あ
る
。灯
篭
が
二
基
な

ら
ぶ
の
は
江
戸
時
代
以
降
の
も
の
で
、古
く
は

参
道
中
央
に一
基
設
置
し
、灯
を
あ

げ
る
こ
と
が
仏
の
供
養
の
慣
わ
し

で
あ
っ
た
。か
つ
て
は
極
楽
寺
本
堂

の
前
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。鎌

倉
時
代
の
作
。鎌
倉
で
は
戦
乱
の

た
め
に
鎌
倉
時
代
の
石
造
灯
篭
が

現
存
し
な
い
今
日
、貴
重
な
作
品

で
あ
る
。県
指
定
文
化
財
。

地
蔵
菩
薩
立
像

　
「
湯
地
蔵
」と
呼
ば
れ
、今
も
崇

拝
さ
れ
て
い
る
。地
蔵
が
収
ま
る
石

龕（
せ
き
が
ん
）に
は
一
二
八
九
年

（
正
応
二
年
）と
刻
ま
れ
、鎌
倉
時

代
の
作
。県
指
定
文
化
財
。

三
村
山
極
楽
寺
五
輪
塔

（
ご
り
ん
と
う
）

　

極
楽
寺
の
奥
の
院
と

も
い
え
る
山
際
に
立
つ
。

高
さ
約
三
ｍ
、鎌
倉
時

代
後
期
の
堂
々
た
る
作

品
で
あ
る
。後
ろ
の
サ
ク

ラ
の
大
木
も
素
晴
ら
し
い
。市
指
定
文
化
財
。

宝
篋
印
塔（
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
）

　

宝
篋
山
の
山
頂
に
あ
る
石
塔
。こ
の
石
塔
に

よ
り
、山
の
名
が
三
村
山
か
ら
宝
篋
山
と
呼
ば

れ
る
由
縁
と
な
る
。鎌
倉
時
代
に
、宝
篋
印
陀

羅
尼
経
の
趣
旨
に
そ
っ
て
造
ら
れ
た
と
み
ら
れ
、

こ
の
頂
き
を
仰
ぎ
見
る
処
の一
切
の
生
類
の
成

仏
を
祈
願
し
て
い
る
。県
指
定
文
化
財
。

八
幡
神
社（
は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ
）

　

前
山
の
麓
に
位
置
す
る
が
、か
つ
て
は
小
田

の
北
西
の
甲
山（
か
ぶ
と
や
ま
）に
あ
っ
た
ら
し

い
。南
北
朝
時
代
に
藤
原
氏
の
出
自
で
あ
っ
た

小
田
氏
が
源
氏
に
改
姓
し
た
こ
と
で
創
建
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

延
寿
院
薬
師
堂（
え
ん
じ
ゅ
い
ん
や
く
し
ど
う
）

　

本
尊
の
薬
師
如
来
は
小
田
氏
の
寄
進
で　

室
町
時
代
の
作
。

薬
師
堂
北
側
に

あ
る
五
輪
塔
は
、

妙
西
尼
と
称
す
る

女
人
の
三
十
三
回
忌
の
供
養

塔
と
い
わ
れ
、在
銘
の
あ
る

五
輪
塔
で
は
県
内
三
番
目

に
古
い
も
の
で
あ
る
。県
指

定
文
化
財
。寺
は
、江
戸
時

代
に
小
田
の
北
西
の
冨
岡

山（
と
み
お
か
さ
ん
）よ
り

移
設
さ
れ
た
が
、明
治
時
代

に
廃
寺
に
な
り
薬
師
堂
だ

け
が
残
る
。明
治
以
降
は
、

小
田
村
の
役
場
が
あ
っ
た
。
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トイレあり
8:30～16:30

市営筑波山麓
小田駐車場

駐車場入口に、幕末の農政学者、
長島尉信（やすのぶ）旧宅から
復元された土塀がある。
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